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  　【今年度新役員体制】

 
 第25回総代会を開催しました  

 
  第25回総代会を６月26日互助組合会館３F大会議室にて開催いたしました。 

　開会宣言・開会あいさつに続いて、来賓の県教職員互助組合・教職員共済・学校生協（福利厚生事
務センター）・県教職員共助会・県教職員組合の代表の方々から、日頃の感謝と激励の言葉をいただ
きました（県教育庁教職員課は都合により欠席）。 

　引き続き、南薩地区の畠中　真一さん（別府小）を議長に、大隅地区の前田　駿兵さん（錦江中）
を記録に選出し、第1号議案「事業経過・決算報告に関する件」、第2号議案「事業計画・予算案に関
する件」、第3号議案「役員承認に関する件」が審議され、すべての議案が承認されました。 

　今後とも「県下の学校事務職員が情報を共有・享受し広域的に連携する」という県事協の目的を果
たせるよう、精一杯活動していきます。 

　なお、上述したとおり、総代会での承認を受けて、役員体制が変わります。 

　副会長として、会長の補佐役をしながら県教委等との連絡調整や印刷サービス全般だけでなく、幅
広く活動を支えてきた 柿元　健志さん（有明小）、総務担当理事として、各種会議の計画や企画・運
営、日程調整など県事協の柱となる部分を支えてくださった 宮後　公治さん（牛根小）、の２名が退
任いたしました。 

　後任の副会長として、これまで理事だった　鹿児島地区の折田　智成さん（宇宿小）、新理事とし
て大隅地区の 大迫　良樹さん（高山中）、大隅地区の前原　一陽さん（伊崎田小）が選出・承認され
ました。 

　また、今年度の監事には、鹿児島地区　平山　孝幸さん（南中）、大隅地区　川野　小百合さん（寿
小）が選出されました　今後とも、会員の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

  第１回評議員会も開催しました  

    県事協第25回総代会に先立ち、第１回評議員会を同会場にて開催しました。 

　冒頭、会長より「いま現在、ワールドカップの日本戦が行われて大変気になるところではありますが、
総代会に向けての話や、各事業について担当からの説明などさせていただく。各地区から忌憚ないご意
見を出していただきたい。」とのあいさつがありました。 

　引き続く協議では、総代会で審議される議案についての説明、県費事務改善検討委員会事業の計画、
次年度以降から復活する学校事務現状報告会に関する協議、マニュアル等印刷サービスの計画提示など
を行い、各地区評議員の皆さんに審議していただきました。 

　各議案の確認後は、県費事務改善検討委員会・印刷サービスについての質疑応答や意見交換が行われ、
次年度以降の学校事務現状報告会のレポート提出地区が決定しました。 

６月11日 理事会

６月26日 第１回評議員会・総代会
県費事務改善検討委員会事業
説明会・第１回常任委員会

７月24日 県費事務改善検討委員会①
８月７日 県費事務改善検討委員会②
８月24日 県費事務改善検討委員会③
９月11日 理事会・第２回常任委員会

活動経過及び予定
役職名 名前 地区 学校名 備考

会長 野﨑　浩一 北薩 鶴川内中

副会長 折田　智成 鹿児島 宇宿小

谷村　裕子 姶良伊佐 蒲生中

武安　大地 南薩 川辺中

前原　一陽 大隅 伊崎田小 新任

大迫　良樹 大隅 高山中 新任

柳　光洋。 日置 伊作田小

平山　孝幸 鹿児島 南中 新任

川野　小百合 大隅 寿小 新任

理事

監事
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  理事役員 退任のあいさつ  
 

志布志市立有明小学校　　柿元　健志 
 

　理事として３年、副会長として２年、計５年務めさせていただきました。　 
　５年前はご承知の通りコロナ禍真っ只中でした。誰もがマスクを着用し、密をで
きるだけ避けましょうという中で、はるか大隅の地より都会の鹿児島へ出向くこと
に若干の抵抗はありましたが、これも何かの縁だと思いながら役の打診を受けさせ
ていただきました。 
　業務分担上、ホームページの編集ソフトやＰＤＦの編集ソフトなど、こういうこ
とに関わらなければおそらく一生使うことのなかったものに触れることになり、パ
ソコンを前に取り扱いに四苦八苦しながらも貴重な経験をさせていただいたなと思
っております。　 

　　さまざまな事業に関わらせていただきましたが、特に印象に残っているのは県費事務改善検討委員
会です。マニュアル・手引書・記入例の編集・更新作業を県下各地から集まっていただき、委員のみ
なさん一人一人が当然のことではあると思いますが、他人事ではなく自分事として条例・規則の改正
や会員からの質問・要望に真摯に向き合いながらとりくまれている姿に、みなさんの県事協への「心
意気」みたいなものを感じることでした。 
　　私自身、至らないことが多々あったかと思いますが、これまでの理事役員さんをはじめ、会員のみ
なさんに支えていただいたおかげで、何とかできたかなぁと思っております。ご理解・ご協力に感謝
申し上げ、簡単ではありますが退任のあいさつとさせていただきます。ありがとうございました。 
 

 
垂水市立牛根小学校　宮後　公治 

 　第25回県事協の総代会を終え、理事を退任することになりました。県事協もつい
に四半世紀の歴史を作迎えることができたのかと感慨深いものがありました。これ
もひとえに、県事協を立ち上げ、ここまでの組織にしていただいた先輩事務職員の
方々と関係団体のおかげであると思います。私事で恐縮ですが、今回で2回目の理事
の就任でしたので、県事協の事業が各地区・各会員の方々の協力で成り立っている
ということを、あらためて感じることでした。事務職員の業務の職責が増す中、益
々県事協の立ち位置が重要になってくる気がします。私自身は残り少ない事務職員
生活となりますが、今後も一会員として県事協の活動を支えていきたいと思います。
本当にお世話になりました。ありがとうございました。 

　 

 

 理事役員 就任のあいさつ  
 

肝付町立高山中学校　大迫　良樹 
　このたび理事をすることになりました肝付町立高山中学校の大迫です。県事協は
私が採用される少し前に設立されたこともあり、私にとっては学校事務職員の仕事
をしていく中で、なくてはならない存在であり、とてもお世話になっていました。
先輩たちが設立し続けてこられたことに感謝し、私も覚悟をもって頑張りたいです。
よろしくお願いします。 
 
 

志布志市立伊崎田小学校　前原　一陽 
 　志布志市立伊﨑田小学校の前原です。県費事務改善検討委員会の企画・運営など、
県事協マニュアルの改訂作業全般を担当します。 
　県事協マニュアルは、初任のころから、諸手当認定などの県費事務を行う上での
よりどころとしていました。今度はそれを作る側になるということを考えると、と
ても身が引き締まる思いです。 
　微力ながら精一杯力を尽くしてまいりますので、どうかよろしくお願いいたしま
す。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　県事協だより　№153



( 3 )
　　　　　　　　　　　　　　　　　 

  第21次県費事務改善検討委員会事業がスタートしました  

   評議員会・総代会を大過なく終え、一
息ついたあと，14時から同会場にて、各
地区から推薦された常任委員・検討委員
の方々にご参加いただき、県費事務改善
検討委員会事業説明会を開催しました。 

　説明会では、まず事業担当理事から、
通勤手当のマニュアル改訂と実務手引書
の給与電算に人数を要することなどを含
んだ概要説明を行い、全体の流れを確認
しました。その後、それぞれの担当に分
かれて、これからのスケジュールと具体
的な作業について話し合いました。 

　今後は、夏季休業期間に ３回（７月2
4日、８月７日、８月24日）の検討委員
会を開き、各地区から寄せていただいた
事例等をもとに改訂作業を進めていくこ
とになります。 

　県費事務改善検討委員会は、日々の多
忙な業務を抱えながらも、各地区からの
打診を快諾いただいた、右の表に記載さ
れた方々で構成されています。これから
も暖かいご支援・ご声援をよろしくお願
いいたします。 

　

 岩元　佳子 西田小 常任委員

 松村　啓子 広木小 検討委員

住居手当 田中　信芳 平成中 常任委員

 尾之上　理衣 岸良学園 常任委員

 中峯　明沙美 江内小

 有留　友里 安良小

 古川　陽菜 中津川小

 迫本　あやめ 宮川小

 黒木　佳穂 松元中 常任委員

 宮後　公治 牛根小 検討委員

 山本　崇 桜山小 常任委員

 池之　浩二 河頭中 検討委員

 二渡　諒 牧園中 常任委員

 西竹　雅仁 長谷小

 福留　脩 内之浦中

 福里　政次 市来中

 新原　仁 花田小 常任委員

 中野　秀子 開聞小

 柿元　健志 有明小

 下川　正剛 西出水小 常任委員

 新原　理斗 志布志中

 鶴田　京佑 阿木名小

検討委員

福利厚生
関係実務 検討委員

関係様式・
ハンドブック

給与電算・
出力資料・
給与振込編

児童手当

給与事務編

検討委員

検討委員

認定・電算
マニュアル

実務手引書

通勤手当

扶養手当

単身赴任手当

 
 副会長 就任のあいさつ  

鹿児島市立宇宿小学校　折田　智成 

　今回、副会長を務めさせていただくことになりました、宇宿小学校の折田です。 

　これまで、３年間理事をしておりましたが、今度は副会長ということで、これま

で以上に緊張と不安を感じているところです。県事協は各地区の連合体であり、各

事務職員の方々、各関係機関の協力のおかげで事業が成り立っていると思っており

ます。私も微力ながら自分なりに頑張りたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 認定ﾏﾆｭｱﾙ・実務手引書ﾃﾞｰﾀはHPに掲載中  

　「諸手当認定・電算マニュアル」「学校事務の実務手引書」の2025年度版データを、以前からご案内していたとお
り、６月から県事協HPの『会員のページ』内に掲載してあります。パスワードが分かっていれば（不明の場合は地区評
議員へお問い合わせください。）、どこからでもアクセス可能になります。ぜひ覗いてみてください。 
  
※　ブラウザの種類によっては会員のページに入れないことがあるようです。その場合はEdgeやChromeでアクセス

してください。 

※　県事協ホームページへは、県教職員共助会ホームページのリンクページからアクセスするようにしてください。
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 鹿児島県教職員福祉事業連絡会からのお知らせ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編集後記 
今（7／14現在）世界最大のスポーツイベント「サッカーのワールドカップ」が行われている。私は、サッカーをする

のも見るのも大好きだ。日本が初出場した1998年のフランス大会では、当時福岡の大学に行っていた私は、顔に日本の

国旗をペイントして福岡ドーム（今のPayPayドーム）で日本代表の試合を友人たちと応援していたのが懐かしい。今回

の北中米大会では、第一戦（オランダ戦）と決勝トーナメント一回戦（ブラジル戦）は、同期の事務職員と2人で鹿児島

中央駅の某映画館でパブリックビューイングに行った。どちらの試合もかなり盛り上がり興奮した。日本は優勝をめざ

していたが実際の実力はどうだっただろうか？こんなことをいろんな人と語るのは楽しい。サッカーってある意味英語

よりも国際力があると思う。世界中ほとんどの国でサッカーが盛んだ。学生時代、海外旅行でタイに行ったときセパタ

クロー（サッカーみたいなスポーツ）を現地の若者として楽しんだ。インドに行ったときは“KAZU”と言われ、イタリ

アでは“NAKATA”と言われた。日本がW杯で優勝する日が生きている間に来てほしい。今回はブラジルにジャイアン

トキリングすることはできなかったが・・・４年後また応援しよう！柳 
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